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第５回 広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会

の結果について

○ 本日開催した「広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネ
ジメント検討会」の結果について、別紙のとおり、お知ら
せします。

（参考）第５回 広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会
１．日 時 ： 令和元年６月５日（水）１０：００～１２：００
２．場 所 ： 広島合同庁舎１号館５階１号会議室

○問い合わせ先

国土交通省中国地方整備局

ＴＥＬ０８２－２２１－９２３１（代表）

ＴＥＬ０８２－５１１－６３０１（夜間）

道路部 道路計画課長 兼 松 幸 一 郎 （内線4211）
かねまつ こういちろう

【担当】 道路部 建 設 専 門 官 桐 谷 文 昭 （内線4614）
きりたに ふみあき

（広報担当窓口） 広報広聴対策官 岩 下 恭 久 （内線2117）
いわした やすひさ

企 画 部 環 境 調 整 官 坂 本 泰 正 （内線3114）
さかもと やすまさ

国土を整え、 全力で備える



R 元.6.5（水）開催 （別紙） 

 

第５回 広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会 

結 果 概 要 

 

 

○各対策の検討状況について。 

（１）地域特性を踏まえた交通マネジメント方策の検討 

公共交通機関への転換を図る取り組みとして、呉駅のバス利用者の 

利便性向上に向け、ＧＷの４／２６にバスのりば全体案内看板や停 

留所及び行き先案内を試行設置。利用者からの好感的な声も確認。 

 

（２）リアルタイムな情報収集や情報提供の強化 

関係者間の情報共有環境の仕組みづくりについて、発災後の時間経 

過に応じた必要な情報やデータの共有の重要性を確認。７月の訓練 

時の試行実施に向け準備を進めていく。 

 

 （３）災害時の交通需要等について 

災害時の交通需要の抑制・調整方法、企業ＢＣＰへの位置付け促進、 

地域防災計画への位置付けや迅速に意志決定を行えるような枠組み、 

平常時も含めた交通需要抑制の目標値設定等について今後も検討を 

進める。 

 

○災害時交通マネジメント総合訓練について 

 再度の災害発生時の渋滞による交通混乱を最小限に抑制するため、関係 

者の交通マネジメントの習熟および住民への浸透・定着を目的に、昨年

の発災から１年が経過する７月に以下のとおり訓練を実施する。今後、

詳細な訓練計画の準備・調整を進めるとともに訓練の広報を強化してい

く。 

（１）災害時交通マネジメント総合訓練 

  ・参加者：交通マネジメント検討会の関係者 

  ・内 容：指揮系統、供給調整、需要調整、対策検討、 

       情報収集・共有、情報提供、情報分析 等 

（２）通勤交通強靱化訓練 

  ・参加者：企業、学校、行政機関等（広島・呉・東広島都市圏） 

  ・内 容：公共交通出勤、時差出勤、相乗り出勤 等 

 

○ 今回の災害時の交通マネジメントにおける教訓を踏まえ、この経験を広

く継承すること、また、効果的な取組を全国に展開することを目的に、

７月訓練までを一つの区切りとした「中間とりまとめ」の策定を引き続

き推進する。 




